
 

 

  



 

 

～講評～ 

Ⅰ (1)放物線の極方程式について、覚えていれば早かったが、覚えていなくともすぐ導出できる。2 次曲線の離心

率による分類を理解していないとややきつい。 

(2)(1)に関係なく、三角方程式の実数解の個数の問題に帰着できる。 

Ⅱ (1)～(3)n-m,n+m の大小と偶奇性に気をつけながら、正の約数の個数を求めるだけ。今年度の受験生であれ

ば、2025 は素因数分解しているであろう。 

Ⅲ (1)～(4)数列の初項にさえ気をつければ、基本的には計算問題である。記述の際に、n=1,n≧2の場合分けな

ど、細かいところで減点されないように気をつけたい。 

Ⅳ (1)～(4)(1)をヒントに、平面 z=cos3θ+1 で切断できたかが勝負であろう。 

 

全体を通して、(昨年が難しすぎたということもあるが)易化している。1次突破は６割５分程度か。 

 


